
議会報告会報告書 

                                 平成２６年８月４日 

 

山陽小野田市議会 

議長 尾山 信義 様 

 

                             Ｂ班 

                              代表 下瀬 俊夫 

 

平成２６年６月定例会議会報告会の実施状況について下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 開催日時  

 平成２６年 ７月 ２２日（ 火 ） １９：００ ～ ２０：３０ 

 

２ 開催場所  

         高千帆福祉会館     

  

３ 参加人数（市民） 

            １５     人  

 

４ 担当班議員名 

      （ 下瀬俊夫 ）（ 大井淳一朗 ）（ 石田清廉 ）（ 笹木慶之 ） 

（ 杉本保喜 ）（ 中村博行 ） 

 

５ 報告会次第 

 （１） 市議会議長挨拶 

 （２） ６月議会の報告 

① 総務文教常任委員会     （ 中村博行 ）  〔司会〕（ 石田清廉 ） 

② 民生福祉常任委員会     （ 下瀬俊夫 ）  〔記録〕（ 中村博行 ） 

③ 産業建設常任委員会     （ 大井淳一朗 ）  〔受付〕（ 笹木慶之 ） 

④ 一般会計予算決算常任委員会 （ 杉本保喜 ） 

（３） 質疑応答 

 

 



６ 主な質問・意見・提言 

 

① 市税について、軽自動車税と小型自動車税が不均衡とはどういうことか。 

［回 答］ 

      現行の税額は軽自動車 7,200 円に対し、小型自動車は 3 万から 4 万円であり、 

4 倍以上の格差ということで是正をしようというものである。 

 

② 好きで 13 年以上乗るのではなく、経済的な理由で乗るのであって、それに対 

し、ペナルティを課す理由は何か。 

［回 答］ 

  車も古くなると排気ガス、二酸化炭素の放出量に環境面での問題が指摘されて 

おり、軽自動車にも導入しようとするものである。 

財源の確保がその理由の一つと思われる。 

 

③ 新配水池２基で、どの程度の人数、生活をカバーする容量があるのか。 

［回 答］ 

  山陽地区全体の住民の水を確保できる。 

時間的には山陽地区全体で 15 時間カバーできる。 

 

④ 緊急の場合、半日程度しかカバーできないのか。 

［回 答］ 

  出し放しで 15 時間という計算で、他市との水道連携協力や小野田地区からの 

応援もある。 

 

⑤ 災害対応の発電機容量はどれ程か、また災害時どのような想定で使用するのか。 

［回 答］ 

  使用時間はカセットボンベ 2 個で 2.2 時間、２台で約 4 時間の使用が可能で

ある。購入については、セーフティネットが要望したもので、災害時の初動で

照明等を使用し、本格的な救援までの安全な環境を確保するためである。 

 

⑥ いじめ対策で講師（委員）は具体的にどんな仕事をするのか。 

［回 答］ 

     19 の各学校に 4 人以内の構成で、年 2 回開催予定の「いじめ対策委員会」

を常設し、情報交換・情報共有しながら、いじめの未然防止・早期発見・早期

対応の取組を推進するものである。 

対策委員は民生委員や PTA 代表などの地域・学校関係者等である。 

 



⑦ 埴生小の耐力度調査の入札で、最高額を応札した業者より約 900万円低い金額

で落札しているが、本当にそれでやれるのか。また 15 社の入札参加に対し、

２社以外が辞退であったことは異常と思う。議会の議決事項ではないが、議員

は市民への説明ができるようしておくべきではないか。 

［回 答］ 

  今回、入札については審査していないが、勉強会等で深めていきたい。 

 

⑧ ６月のコピー機の入札について、今の行政のやり方（22,500枚×単価 / 月）

に疑問がある。なぜそうなっているのか分かるか。 

［回 答］ 

  承知していない。 

 

⑨ 岩本議員の「さじ加減」発言は、正式の委員会で議員が市民の不利益になる発

言をしたと思うが、そのように判断してよいか。 

［回 答］ 

ご本人は「不正をしなさいという意味ではないが」と断っているが、受け手は 

「きちんとしたやり方でやる」と答えているので「不正をせよ」と受け取った 

ようだ。 

その後、本人から議長あてに謝罪文が出され、委員会の中でも正式に「大変反 

省している」と謝罪があり、本会議での委員長報告で取り上げた。 

 

⑩ 岩本議員は委員会に謝罪をしているだけで、議会として市民への謝罪をすべき

ではないか。 

［回 答］ 

岩本議員は議会への謝罪だけでは不十分だ。 

岩本議員の謝罪については、もっと市民に知らせるべきだと考えている。 

 


